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基本構想

　基本構想は、この先10年間のまちづくりの理念を示すものです。将来都市像とそ
れを実現するための施策・戦略を体系的に示します。
　基本構想の計画期間は、平成29年度（2017年度）から令和8年度（2026年度）
までの10年間です。

基本理念

　第六次総合計画では、大きく変貌しようとしている日本の中で、町民が安心して
快適に生活でき、町を訪れる方も町の活力を感じるよう「環境・健康・交流都市 函南
（住んでよし 訪れてよし 函南町）」と定めます。
　第五次総合計画では「環境・健康」をテーマに施策を進めてきましたが、今後は道
の駅をはじめとして町内外との交流機会が飛躍的に向上することが期待されます。
また、各種の課題の解決には町内のコミュニティによる交流が不可欠であり、「交
流」をキーワードに加えさらなる町の発展を目指します。

基本理念

　基本理念を踏まえ、町の施策大綱は、「環境」「健
康」「交流」の3つの政策分野を設定し、各分野の施
策の柱として「環境・防災」「社会基盤」「健康・福
祉」「教育」「産業」「交流・にぎわい」を掲げます。

ＳＤＧｓとの連動

　政府は、2016年（平成28年）12月に策定した「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）実
施指針」のなかで、国として注力すべき８つの優先課題を掲げるとともに、各自治体
に対し、各種計画や戦略、方針の策定等にＳＤＧｓの要素を最大限反映することを奨
励しています。
　本町においては、総合計画で取り組む方向性は、国際社会全体の開発目標である
ＳＤＧｓの目指す17の目標とスケールは違うものの、その目指すべき方向性は同様
であることから、総合計画の推進を
図ることで、ＳＤＧｓの目標達成につ
ながるものであると考えます。
　基本計画の各施策に、ＳＤＧｓの目
指す17のゴールを関連付けること
で、総合計画、ＳＤＧｓを一体的に推進
していきます。

基本計画

　基本計画は、基本構想に示す将来都市像を実現するために必要な施策を行政分
野ごとに体系的に示します。基本計画は、基本構想の計画期間の前半5年間を「前期
基本計画」、後半5年間を「後期基本計画」として策定します。

実施計画

　実施計画は、課題や社会情勢に柔軟に対応し効果的な行政運営を行うために、3
年間の具体的な施策や事業を財政的な裏付けに基づき策定します。時代の変化と
ニーズに対応するため、毎年見直しを行います。

総合計画は、以下に示す
「基本構想」「基本計画」「実施計画」の3つで構成されます。

環境・健康・交流都市 函南
 ～ 住んでよし 訪れてよし 函南町 ～



43

第
六
次
函
南
町
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
の
施
策
体
系

第
六
次
函
南
町
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
の
施
策
体
系

第六次函南町総合計画　後期基本計画第六次函南町総合計画　後期基本計画



65

第六次函南町総合計画　後期基本計画第六次函南町総合計画　後期基本計画

１

環境・防災

基本目標 ２

社会基盤

基本目標快適に安心して暮らせる環境づくり コンパクトで効率的な都市づくり

自然環境

地球温暖化防止対策、省エネルギー推進事業、良好な自然環境
の保全・活用、中山間地の盛土等造成地パトロールの実施など

主要事業

身近でできることから地球温暖化防止対策の推進をしま
しょう。
優れた景観や自然環境を見つけましょう。

協働の視点

都市環境

3R運動の普及促進、市街地浸水の解消、危機管理体制対策の
充実など

主要事業

ごみ１割削減運動を展開しましょう。
雨水貯留・浸透施設を設置しましょう。
住まいの耐震診断・補強や家具の固定を実施しましょう。

協働の視点

生活環境

防犯意識の啓発促進、正しい判断ができる消費者の育成指導
と幅広い年齢層への消費者教育、高齢者等への交通教室、防
犯カメラの設置推進、消防団員確保対策事業の推進など

主要事業

みんなで協力し合い防犯対策に努めましょう。
消費に関する正しい知識を身につけましょう。
交通ルール・マナーを守りましょう。
消防団が行う活動に積極的に参加しましょう。

協働の視点

都市基盤

運動公園整備事業、浄水場修繕・更新整備事業、老朽管等の更
新（管路耐震化）事業、公共下水道の重要な汚水幹線等の耐震
化事業など

主要事業

運動公園を積極的に利用しましょう。
節水に心がけ、水を大切に使いましょう。
公共下水道を適正に利用しましょう。

協働の視点

交通基盤

主要町道の整備、舗装・橋梁・トンネルの点検・補修等の実施、
地域公共交通網形成計画に定める事業の実施など

主要事業

地域の道路美化活動に参加しましょう。
地域の公共交通を利用しましょう。

協働の視点

都市経営

第3次国土利用計画推進事業、ふじのくにのフロンティアを拓
く取り組み推進事業、空家等対策事業など

主要事業

国土利用計画に沿った秩序ある土地利用を理解しましょう。
危険な状況となる空家等の発生を抑制するために住宅の
適正管理をしましょう。
景観に配慮した魅力あるまちづくりへの理解と協力をしましょう。

協働の視点
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３

健康・福祉

基本目標 ４

教育

基本目標誰もが活き活きと暮らせる健康づくり 生涯にわたる学びを支える教育・文化づくり

健康

運動習慣が定着するための環境整備事業、健康診査やがん検
診の普及・啓発、体制の強化事業、子育て世代包括支援セン
ター運営事業など

主要事業

バランスのとれた食事を心がけましょう。
健診・検診を受けて健康管理に努めましょう。
妊婦健診及び乳幼児健診を忘れずに受けましょう。

協働の視点

医療

地域医療機関との連携の強化、特定健診・特定保健指導の受
診率向上のための取り組みなど

主要事業

かかりつけ医やかかりつけ薬局を持ちましょう。
日ごろから定期的に健康診断を受診し、必要に応じて保健
指導を受けましょう。

協働の視点

福祉

重層的支援体制整備事業、介護保険サービス給付の適正化事
業、相談支援体制の強化と充実など

主要事業

民間・N P O・民生児童委員等の団体とともに、交流の場や
見守り活動に参加しましょう。
地域の支え合い活動に積極的に参加しましょう。
障害福祉施設や家族会等と連携し、障害のある方と集える
交流会へ積極的に参加しましょう。

協働の視点

幼児教育・子育て支援

幼稚園運営事業、保育園運営事業、ファミリー・サポート・セン
ター事業、ボランティア養成事業など

主要事業

保護者による幼稚園・保育園と連携した家庭の教育力の向
上を図りましょう。
子育て支援のボランティアに参加し、子どもたちと関わりましょう。

協働の視点

学校教育

学力向上に向けた指導・支援体制の充実と人材の確保、ＩＣＴを
活用した教育活動の推進など

主要事業

家庭・学校・地域社会がともに協力し、関係組織・機関との
連携を図りましょう。
学校支援ボランティア活動に参加しましょう。

協働の視点

社会教育

ライフステージに合わせた生涯学習事業の充実、青少年の地
域行事への参加促進、ライフステージに合わせた読書活動の
推進、函南町スポーツ推進計画アクションプランの実行、地域
の伝統文化の継承と育成及び支援事業など

主要事業

社会教育活動、地域活動等へ積極的に参加しましょう。
地域からの声かけやあいさつを推進しましょう。
図書館ボランティアに登録し、積極的に参加しましょう。
町民ひとり１スポーツの実現を目指しましょう。
ふるさとの宝である文化財を守り、継承し、後世に伝えていきましょう。

協働の視点
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５

産業

基本目標 ６

交流・にぎわい

基本目標活力とゆとりを生み出す産業づくり 魅力とにぎわいのある交流づくり

農林業振興

農業経営体強化事業、農業の6次産業化と観光型農業推進事
業、函南ブランドの情報発信など

主要事業

農地・林地の適正な管理を行いましょう。
農作物の地産地消に努めましょう。

協働の視点

観光振興

富士山・駿河湾等の眺望ポイントの充実・誘導、道の駅からの
函南ブランドの情報発信及び販路拡大の推進など

主要事業

町の歴史や文化、観光地について学び、町の魅力を発信し
ましょう。
道の駅・川の駅を利用し、町外にP R しましょう。

協働の視点

産業振興

商工会と連携した人材育成の支援、企業の新たな雇用創出に
対する支援体制の充実、関係機関と連携した雇用機会の創出
及び充実など

主要事業

産業活力を創造し新たな発展を目指しましょう。
地元特産品の魅力を再認識し、積極的な購入とPRをしま
しょう。
企業の成長に挑戦し、雇用確保を推進しましょう。
求職者に対する適切な情報提供をしましょう。

協働の視点

地域コミュニティ・協働

自治会、ＮＰＯ、ボランティア団体の活動への支援、まちづくり
ブロック懇談会の開催、まちづくりの知識を醸成するためのセ
ミナーの開催など

主要事業

協働の視点

交流・シティプロモーション

教育・文化交流や人材交流の推進、姉妹都市交流事業の推進、
情報公開の推進、町の施設を知ってもらうタウンウォッチング
の実施、行政手続のオンライン化の推進など

主要事業

各種行事、イベントに参加しましょう。
マイナンバーカードを作りましょう。
ＳＮＳを利用して函南町の魅力を発信しましょう。

町の施策についてみんなで考えましょう。
広域行政サービスを活用しましょう。

自治会の行う地域活動に参加しましょう。
まちづくりブロック懇談会に参加し、町民協働のまちづくり
に積極的に関わりましょう。

協働の視点

行財政運営

組織機構の最適化、利便性向上のための納付方法の導入検
討、静岡地方税滞納整理機構の活用、美しい伊豆創造セン
ターによる広域連携活動など

主要事業

協働の視点
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